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こ
の
立
像
は
、今
泉
集
落
共
同
墓
地
内

の
小
さ
な
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
さ
１
・
８
ｍ
で
、人
間
の
身
長
と
や
や

同
じ
で
、右
手
に
錫
杖
を
、左
手
に
宝
珠

を
も
っ
て
西
方
向（
二
ツ
井
方
面
）を
向

い
て
立
っ
て
い
ま
す
。�

　
元
禄
時
代
の
頃（
１
６
６
８
年
〜
）、当

時
こ
の
地
域
の
豪
農
で
あ
っ
た
佐
藤
七

郎
兵
衛
が
二
体
の
立
像
を
京
都
か
ら
取

り
寄
せ
、一
体
を
自
分
の
墓
地
に
安
置
し

た
と
い
い
ま
す
。も
う
一
体
は
、温
泉
寺

（
大
館
市
二
井
田
贄
の
里
33
）の
堂
内
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
石
の
種
類
は
花
こ
う
岩
で
通
称「
サ
ク

ラ
ミ
カ
ゲ
石
」（
桜
御
影
石
）と
言
わ
れ
、

ピ
ン
ク
色
を
し
て
明
る
く
美
し
く
、石
肌

が
柔
ら
か
そ
う
で
桜
色
に
見
え
ま
す
。�

　
阿
仁
・
合
川
・
鷹
巣
地
区
か
ら
材
木
や

銅
や
米
な
ど
を
積
ん
で
能
代
港
を
出
た

船
が
、帰
り
は
船
の
揺
れ
を
防
ぎ
安
全
な

航
海
に
な
る
よ
う
祈
り
、重
い
石
材
を
船

底
に
積
ん
だ
と
い
い
ま
す
。�

　
阿
仁
地
区
の
寺
院
境
内
に
見
ら
れ
る

多
く
の
石
仏
や
石
塔
は
、兵
庫
県
や
岡
山

県
の
上
方
地
方
が
産
地
と
い
わ
れ
る
花

こ
う
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、鉱

山
町
の
歴
史
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
大
館
、北
秋
田
市
内
の
石
仏
や
石
塔
等

は
１
８
２
体
で
、そ
の
う
ち
阿
仁
地
区
に

は
84
体
の
墓
塔
、供
養
塔
、地
蔵
、灯
籠
、

水
鉢
、観
音
様
が
あ
り
、延
宝（
１
６
７
３

年
〜
）か
ら
享
保（
１
７
１
６
年
〜
）年
間

に
集
中
し
て
い
ま
す
。�

　
立
像
は
、地
区
住
民
の
協
力
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、

地
区
の
人
た
ち
は
お
盆
、彼
岸
に
は
必
ず

参
拝
す
る
と
い
い
ま
す
。�

　
温
泉
寺
の「
延
命
地
蔵
菩
薩
立
像
」は
、

赤
い
衣
を
身
に
つ
け
て
い
て
参
拝
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、今
泉
の
菩
薩
立

像
と
同
じ
背
丈
・
素
材
で
す
。�

▽
昭
和
53
年
２
月
１
日
指
定�

▽
資
料
／「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」、「
秋
田

の
有
形
文
化
財
」、「
鷹
巣
町
史
」、「
北
鹿

は
宝
箱
」、「
米
代
川
の
舟
運
」、ほ
か�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二�

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財�

（
彫
刻
）�

����

　
今
年
も
花
の
苗
の
販
売
を
行
な
い
ま
す
。�

販
売
当
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

中
央
公
民
館
に
あ
ら
か
じ
め
花
の
種
類
、

本
数
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
場
所

　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
北
秋
田

市
栄
地
内
＝
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す

店
の
道
路
を
は
さ
ん
だ
北
側
）

▼
種
類
と
価
格

　
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド�

　
　
（
黄
、
オ
レ
ン
ジ
、
混
合
）
20
円�

　
・
サ
ル
ビ
ア
（
赤
）
　
　
　
　
30
円�

　
・
ア
ゲ
ラ
タ
ム
　
　
　
　
　
　
30
円

▼
申
込
期
間

　
６
月
10
日（
木
）〜
21
日（
月
）

▼
販
売
日
時

・
事
前
に
申
込
ま
れ
た
方�

　
６
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）�

　
午
前
５
時
30
分
〜
午
前
９
時�

・
当
日
購
入
す
る
方�

　
６
月
27
日（
日
）午
後
３
時
〜
５
時�

　
当
日
は
苗
を
入
れ
る
物（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
）
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
先
着
順
と
し
、
数
量
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ

北
秋
田
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

　
　
（
中
央
公
民
館
内
）
a
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１
１
３
０

花
の
苗
を
販
売
し
ま
す

◇
所
在
地
・
今
泉
（
墓
地
内
）

◇
所
有
者
・
今
泉
自
治
会

作
品
募
集
〜
書
く
生
涯
学
習
誌

　
『
木
精
〜
え
こ
お
〜
』
第
53
号

����

　『
木
精
』に
あ
な
た
も
投
稿
し
て
み
ま
せ

ん
か
。�

　
体
験
談
、エ
ッ
セ
イ
、伝
聞
、小
説
、詩
、

短
歌
、川
柳
な
ど
、テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象
／
北
秋
田
市
在
住
、ま
た
は
出
身
の
方�

原
稿
／
手
書
き
の
場
合
は
原
稿
用
紙
、パ

　
ソ
コ
ン
の
場
合
は
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ（
Ａ
４
）長

　
編
の
場
合
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
換

　
算
で
30
〜
40
枚
程
度�

　
作
品
に
タ
イ
ト
ル
、著
者
名（
本
名
で
な

　
く
て
も
可
）を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

締
切
／
11
月
30
日（
火
）�

※
住
所
、氏
名
、連
絡
先
電
話
番
号
を
添
え

て
森
吉
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�
�

日
時
／
７
月
６
日（
火
）�

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時�

場
所
／
四
季
美
館（
前
田
）�

講
師
／
加
藤
由
美
子
さ
ん�

内
容
／
夏
の
花
の
植
え
方
と
育
て
方�

定
員
／
15
名（
先
着
順
）�

持
ち
物
／
移
植
べ
ら
、ゴ
ム
手
袋
、　
　
　

　
　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
袋（
大
）�

材
料
費
／
８
０
０
円
程
度�

申
込
期
限
／
６
月
30
日（
水
）�

※
森
吉
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室�

　
〜
夏
の
お
花
の
植
え
方
と
育
て
方
〜�

▲石造延命地蔵菩薩立像

森
吉
公
民
館
講
座
募
集�

◎
申
込
み
・
問
合
せ
a
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３
２
５
９�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

市
内
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に�

○
「
石
造
延
命
地
蔵
菩
薩
立
像
」�

「
前
田
地
区
移
動
講
座
」�
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●公民館活動　●生涯学習�
●文化振興　●学校　●スポーツ�

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会�

　５月13日、秋田県生涯学習奨励員協議会総会で、

北秋田市生涯学習奨励員の工藤光子さん（合川在住）

が秋田県生涯学習奨励員協議会会長賞（功労賞）を

受賞されました。�

　工藤さんは、合川町時代から引き続き生涯学習奨

励員を務め、貼り絵の講師として地域の子どもたち

や一般の方々に指導しているほか、最近は、環境に

やさしいエコリサイクルのちぎり絵の作成と指導に

あたるほか、長年、地方史研究会員として、生涯学

習の推進に多大な貢献をされています。今後、さ

らなるご活躍を期待いたします。�

�

�

　伊勢堂岱遺跡で今年の一般公開が始まり、オープ

ニングセレモニーが開かれました。�

　小雨がこぼれるあいにくの天気でしたが、休日の

ボランティアガイドを担当する伊勢堂岱遺跡ワーキ

ンググループ、市教育委員会の関係者が参集し、今

年度公開の安全を祈念するとともに、世界遺産登録

に向けた取り組みを積極的にＰＲしていくことを確

認しました。�

　今年は、３～４月に環境整備の一環として遺跡北

側の杉の木を伐採し、縄文時代の景観の復元を行い

ました。そのため遺跡北方の眺望が開け、白神山

地の山並みが良く見えるようになりました。最近

の研究では縄文人も集落からの眺望・景観を重視

していたと考えられており、関係者は「伊勢堂岱

遺跡の新たな魅力としてアピールしていきたい」

と話していました。�

　今年の公開は11月３日までです。ぜひ、ご家族

でご見学ください。�

伊勢堂岱遺跡�
～一般公開が始まりました～�

功労賞受賞�
～県生涯学習奨励員協議会会長賞～�

�

▲
�

総合的な学習�
～伊勢堂岱遺跡～浜辺の歌音楽館～�

　5月11日、鷹巣中学校の１年生約120名が、市内

の文化施設などを巡り伊勢堂岱遺跡や浜辺の歌音楽

館の見学に訪れました。�

　これは総合的な学習の時間の一環で「北秋田市を�

�

�

�

�

�

�

ＰＲする新聞」づくりのため取材に訪れたもので、

ユネスコ世界文化遺産登録を目指す伊勢堂岱遺跡、

成田為三の業績などについて、職員の説明に耳を

傾けながら熱心にメモをとっていました。�

�
�

　��
�

　平成23年度に使用する教科書の見本（小中学校・

高校）を展示します。各教科書会社から出版され

た教科書を実際にご覧いただけます。�

期　間　６月18日（金）から７月１日（木）�

時　間　10時～18時　※最終日は16時まで�

場　所　市交流センター�

問合せ　北教育事務所　a62-1217

�

　
関
係
者
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
県
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
工
藤
さ
ん

▲
�

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
お
い
て
、

説
明
を
聞
く
生
徒
の
み
な
さ
ん

▲
�

�

教科書展示会のお知らせ�


